
令和５年度 第１回築上町地方創生・人口減少対策有識者会議 議事録 

 

１．日 時  令和５年７月２６日（水） １０：００～１２：３０ 

 

２．場 所  築上町役場 ３‐１、３‐２会議室 

 

３．出 席 者 

① 委員（五十音順・敬称略） 

伊藤 由衣 

加藤 亮一 

下田 祐二 

白川 義雄 

中嶋 綾由美 

中村 孝次郎 

中村 信雄（副会長） 

松原 英治（会長） 

松本 英 

森 芳朗 

和田 徹 

 

② 事務局 

元島 信一 

舛川 千菜美 

神崎 昇平 

税所 優斗 

 

４．会議経過 

１．開会 

２．委員紹介 

３．会長挨拶 

４．事務連絡 

５．議題 

① 築上町まち・ひと・しごと創生総合戦略等の改訂に向けたスケジュールについて 

② 築上町人口ビジョン令和５年度改訂版（原案）について 

６．閉会 

  



５．議事内容 

① 築上町まち・ひと・しごと創生総合戦略等の改訂に向けたスケジュールについて 

【委員意見①‐１】 

  資料１の「人口ビジョン改訂のポイント」について、内容とタイトルが結び

つかなく違和感がある。「人口ビジョン改訂に向けたポイント」にするべきでは。 

    【事務局回答①‐１】 

      この項目は、議題②「築上町人口ビジョン令和５年度改訂版（原案）について」

の説明の要約を掲載したものである。 

      タイトルの変更について、意見として承知した。 

 

【委員意見①‐２】 

  国のデジタル田園都市国家構想実現に向けた総合戦略改訂を踏まえて、町の

総合戦略をどのように変えていくのか。 

    【事務局回答①‐２】 

      築上町における「まちづくり・ひとづくり・しごとづくり」の課題を分析した

上で、町の目指す方向性を決め、それの実現のために活用できそうなデジタル技

術については、手段として活用していくことを検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 築上町人口ビジョン令和５年度改訂版（原案）について 

【委員意見②‐１】 

  社人研推計ではなく、町独自推計を用いる理由は。 

パターン A、パターン B を用いるにしても、○○をした・しなかった結果、

パターン A・Bの人口が推計できるといった、根拠が分からない。 

また、現在の人口についても、町がどのような施策を行った結果、現状があ

るというような背景が分からないので単なる数字の羅列に見えてしまう。 

人口ビジョンというより、人口推計では。 

  【事務局回答②‐１】 

    今回の人口ビジョン策定の目的は、築上町の人口の現状分析を行い、その結果

を踏まえた将来展望を示すことであり、それが人口ビジョンの役割である。 

    人口ビジョンとは、個別具体の施策を行ったことによる結果を示すものでは

なく、将来人口の見通しを示すものだと考える。 

    また、個別具体の施策については、総合戦略で検討する内容だと考える。 

  （会長補足） 

    数字だけみたら人口推計かもしれないが、項目４―３「基本的な視点」が加わ

ることで人口ビジョンになると私は考える。 

 

【委員意見②‐２】 

  数字の羅列だけではなく、なぜそのような結果になったのか分析する必要が

あるのでは。 

例えば、近隣市町村に転居した方に対して、転居理由を調査し、その理由を

分析することで人口減少対策の検討ができると思うがこのような社会分析資料

を準備することは可能か。 

【事務局回答②‐２】 

      人口ビジョン策定に関して、そのような資料を準備することは考えていない。 

      総合戦略の中身を考える際にそのような資料があればいいのではという意見

として理解したので、地域経済の可視化と併せて、社会分析資料の準備を検討し

たい。 

 

 

 

 

 

 

 



【委員意見②‐３】 

  今日の会議に参加しただけでは、町がこれまで行ってきた施策が分からない

ので、人口ビジョンの議論を行うにあたり、町のこれまでの施策の成果が分か

る資料があればありがたかったし、議論がしやすかった。 

また、人口ビジョンで謳うことではないと思うが、「人口が増えたら、税収が

どれくらい増えるので、○○のような施策ができる」とか、「企業が町に進出し

たら税収がどれくらい増えたか」というようなことが分かれば、より活発な議

論ができると思う。 

  【事務局回答②‐３】 

人口ビジョンについては、今の形で進めていきたいのでご了承いただきたい。 

      施策の効果検証については、次回の会議で総合戦略の効果検証を行うので、そ

こで施策についてのご意見を伺い、今後の施策について考えていきたい。 

 

【委員意見②‐４】 

  資料を見ていると晩婚化であったり、女性人口の減少が主な人口減少の理由

であると見受けられるが、結婚しない・できない理由であったり、子どもを産

めない理由などの社会的な背景まで踏み込んだ上で、人口推計を行うべきだっ

たのでは。 

  また、働く側の視点も入れながら、一緒に地域を創っていくという視点を項

目４―３「基本的な視点」入れるべきではないか。 

    【事務局回答②‐４】 

会議の中で意見に対して回答するタイミングがなかったため、回答について

は、後日文書で委員に文書でお知らせするとともに、町ホームページで公表する

ことで対応。 

 

【委員意見②‐５】 

  項目４―３「基本的な視点」（１）に「築上町に住みたい」とあるが、「築上

町に住み続けたい」という視点も必要ではないか。 

【事務局回答②‐５】 

会議の中で意見に対して回答するタイミングがなかったため、回答について

は、後日文書で委員に文書でお知らせするとともに、町ホームページで公表する

ことで対応。 

 

 

 

 



【委員意見②‐６】 

  「人口が減少しても、地域が生き残るために何をするか」、「今築上町に住ん

でいる方や地域がどうやった幸せになれるか」という視点をもつことが大切で

はないか。 

【事務局回答②‐６】 

会議の中で意見に対して回答するタイミングがなかったため、回答について

は、後日文書で委員に文書でお知らせするとともに、町ホームページで公表する

ことで対応。 

 

【委員意見②‐７】 

  パブリックコメントにもあったが、「築上町らしさ」という視点が今後は大切

になるのでは。 

  例えば、北海道東川町らしさと言えば「米と水」であり、「米と水」で人口社

会増を成し遂げているが、この例のような「築上町らしさ」がこれからは必要

になってくるのではないか。 

【事務局回答②‐７】 

会議の中で意見に対して回答するタイミングがなかったため、回答について

は、後日文書で委員に文書でお知らせするとともに、町ホームページで公表する

ことで対応。 

 

 

【委員意見②‐８】 

  「基本的な視点」の内容を実施するのであれば、町民との協力は必須だと考

えるので、「町民との協力」についての視点を「基本的な視点」に追加した方が

いいのではないか。 

【事務局回答②‐８】 

 町の力だけでは解決できない課題も多くあるので、町民の方とのコミュニケ

ーションの場は非常に大切だと考える。 

どのような形で追加するかは今から検討するが、「町民との協力」という要素

を追加する形で案を検討する。 

 

 

 

 

 

 



  【議題に関すること以外の意見】 

【委員意見Ⅰ】 

  人口ビジョンの中で出てきた数字と項目４―３「基本的な視点」に記載され

ている内容がスムーズに結びつかないので、上記のような質問が多く出たので

は。 

  今回の会議で一番大事な部分が項目４―３「基本的な視点」について議論す

ることであったなら、もう少し早く「基本的な視点」に関する議論ができれば

よかったと考える。 

  今日の説明を聞いて、次回「基本的な視点」について議論するのであれば、

今回のような形でよかったと思うが、そうでないのであれば、人口ビジョンで

積み上げた数字の背景が分かる資料や町の施策等に関する資料があればありが

たかった。 

  「基本的な視点」に個別の施策について記載するかどうかは別にして、会議

の委員として、町の施策等に関する情報は知っておきたい情報である。 

  今回の会議で言えば、人口ビジョンの案をこれでいいのか意見を貰うための

場であればそこまでしなくていいと思うが、人口ビジョンの中身を考える場で

あれば、町の施策等に関する情報を事前に知った上で議論することで、この会

議はより効果的なものになると考える。 

  この会議の役割について、確認しておきたかった。 

  今回の人口ビジョンについて、改めて「基本的な視点」を議論することは時

間的にも難しいと考えるが、次回からは議論を行うための基礎資料を準備して

いただけるとより有意義な議論ができると考える。 

【事務局回答Ⅰ】 

 人口ビジョンの「基本的な視点」は総合戦略への繋ぎになるものだと考えてい

るので、人口ビジョンの中で個別の施策及びその施策検証までは今回の会議で

行うことを考えていなかったので資料を準備していなかった。 

      人口ビジョンの数字を交えて、総合戦略を改訂していく中で、事業の効果検証

をこの会議で実施していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【委員意見Ⅱ】 

  町民向けにもっと対象を広げてアンケートを取って欲しい。 

例えば、「なぜ子どもを産めないのか」というアンケートを実施し、「欲しい

けどできない」という人の意見をこの会議で共有し、それを解決するためには

どうすればいいのかということを議論できればと思う。 

  そのような議論を行うための基礎資料となるアンケートを行うことは可能

か。 

【事務局回答Ⅱ】 

 今回の人口ビジョンの作成において、追加でアンケートを実施する予定はな

いが、総合戦略改訂の際に上記内容を組み込んだアンケートを実施するのか、そ

れとも、子育て分野の部署で個別にアンケートを実施するのかどうか今後、検討

したいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．議事結果 

① 築上町まち・ひと・しごと創生総合戦略等の改訂に向けたスケジュールについて  

・ 有識者会議委員の意見を踏まえ、資料１の「人口ビジョン改訂のポイント」とい

う項目名については、「人口ビジョン改訂に向けたポイント」に変更する。 

・ スケジュールについては、反対意見は無かったので、事務局の提案どおりとする。 

 

② 築上町人口ビジョン令和５年度改訂版（原案）について 

    有識者会議委員の意見を踏まえ、築上町人口ビジョン令和５年度改訂版（原案）に

ついて、内容の修正を検討することとした。 

 


